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 皆さまもご存じのように、調停制度は大正 11(1922)年に「借地借家調停法」によっては

じまり、今年でちょうど 100 年になります。この記念すべき年の発刊を目指し、私たちは、

調停制度をわかりやすく解説した書籍を企画し、準備をしてまいりました。そして 3 年半

をかけて完成しましたのが本書です。執筆者については東京地裁、東京家裁、東京簡裁の調

停委員・元調停委員を中心に有志をつのり、内容については地・家裁および簡裁の裁判官、

最高裁民事局・家庭局のご指導をいただきました。一般に家事調停はよく知られております

が、民事調停はあまり知られていないのではという思いから、本書では民事調停に多くのペ

ージを割きました。会話調・物語調など、様々な工夫を凝らしながら具体的事例を挙げ、読

者に調停のイメージをつかんでもらうようにしています。 

 各調停協会におかれましては、ぜひ、事例をもとにした研修や、新任調停委員の方々の研

修に、本書をご活用いただければと思っております。また、調停委員の皆さまには、本書を

手に取り、調停の進め方などの参考としていただければと願っております。 
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